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１．はじめに  
 
○半世紀におよぶ日本道路公団の歴史に幕が下り、その分割民営会社として平成１７年

１０月１日、「中日本高速道路株式会社」が、新しい歴史を歩み始めました。 
 

○「債務を確実に返済する」、「民間企業としての経営判断をし、経済合理性に基づいた

優先順位をつけて道路建設を行う」、「民間のノウハウを生かした合理化・効率化を通じ

てお客様サービスの向上を図る」― この３つの目的を、効率的な企業運営と徹底した

コスト意識を基軸として、必ず実現します。そして、民営化直前に起きた談合事件を踏

まえ、あらゆる不正行為を根絶するとともに、真に国民の皆様方、そして高速道路を利

用されるお客様のために働いているのかを自らに厳しく問い直し、全力を尽くして企業

の社会的責任を果たしていきます。 
 

○私たち中日本高速道路株式会社は、大都市圏を結ぶ東名や名神、中央道などを始めと

した高速道路を、常に安全・安心にご利用いただけるよう管理・運営するとともに、第

二東名・名神などを整備し、信頼性の高いネットワークを構築します。また、より便利

で楽しい道路空間の創造を目指して、ＳＡ・ＰＡでは地域と連携した新たなサービスを

展開します。そして、地域社会の発展と暮らしの向上に、さらには広く日本経済全体の

活性化に貢献し続けていきます。 
 

○私たちは、こうした取り組みを通じ、今まで以上に高品質な高速道路運営をしていき

たいと考えております。そのためにも、役員・社員一人ひとりが気持ちを引き締め、で

きることは何でもチャレンジできる社風を築いていきたいと考えています。 
 



2 

２．事業計画の概要  
 
○事業計画について、高速道路株式会社法（以下、「会社法」という）第１０条に基づ

き、中日本高速道路株式会社（以下、「会社」という）では、平成１７営業年度（平成

１７年１０月１日～平成１８年３月３１日）の事業計画を定め、国土交通大臣の認可

を平成１７年１１月１日に受けました。 
 
 
 
○平成１７営業年度の事業計画は、全体として約３，８３４億円の事業費を予定してお

り、うち高速道路事業は約３，６９６億円です。 
○資金計画は、合計２，７９１億円の資金を政府からの政府保証債や民間の金融機関を

通じて調達する予定です。 
○収支予算については、当期純利益として約８億円を見込んでいます。 
 
 
 
○今回の事業計画のうち高速道路事業については、平成１７年度の日本道路公団事業を

継続的に実施することを基本とし、平成１７年９月３０日に国土交通大臣により策定

された暫定協定（日本道路公団等民営化関係法施行法第２４条）の内容に従い、計画

しています。 
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３．高速道路事業の概要 
 

・平成１７営業年度における高速道路事業は、「高速道路の新設・改築」と「維持、修

繕、災害復旧その他の管理」で構成されており、全体で約３，６９６億円の事業費を

予定しています。 

 
 
３．１．高速道路の新設、改築  
平成１７営業年度の高速道路の新設、改築事業については、事業費約２，７９２億円を

予定しており、信頼性の高い道路ネットワークの構築に努めてまいります。 

 

・平成１７営業年度の高速道路の新設は、第二東海自動車道など１２道路５２６ｋｍの

区間、改築は東海北陸自動車道１８ｋｍの区間で、合計事業費約２，７９２億円を予

定しています。 

 

・事業実施においては、平成１５年３月の「新たなコスト削減計画」（ＪＨ策定）並び

に、同年１２月の「政府・与党申し合わせ」を踏まえた建設コスト削減メニューを積

極的に工事などに反映させています。 
（メニュー例） 

・トンネル、橋梁、舗装に関する技術基準の見直し 
・トンネル設備など諸施設の仕様・基準の見直し 
・新技術の活用による施工法の見直し       など 

・また、関係機関などとの連携を図り実施するメニューについても、設計検討を進めて

おり、順次、地元・関係機関との協議・調整を実施して参ります。 
（メニュー例） 

・縦断線形の見直しによる盛土高さの縮小、橋梁から盛土への変更 
・施工形態の見直し（６車線区間の４車線施工）  など 

・更に、地域性を踏まえた、動植物の生育・生息空間の保全や、周辺植物種子から育成

した苗木による緑化などで、自然環境との調和を図ります。盛土のり面の樹林化によ

り、地球温暖化防止などの環境保全にも寄与します。 
 

・ なお、平成１７営業年度における新設・改築事業は、会社が承継した事業を国土交

通大臣が策定した暫定協定に基づき継続して実施するものです。 

 

 
平成17年度  開 通 ・ 完 成 予 定 区 間 

<新規開通予定> 

高規格幹線道路等名 区   間 延長(km) 

 近畿自動車道 紀勢線 
大宮大台
おおみやおおだい

※1 

～勢
せい

和多
わ た

気
き

ＪＣＴ※1 
13.4 

※1 開通予定区間のインターチェンジ等の名称については仮称。 
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３．２．高速道路の維持、修繕、災害復旧その他の管理  

平成１７営業年度の維持、修繕、災害復旧その他の管理事業については、事業費約９０

４億円を予定しており、安全で安心できる高速道路を良好に管理してまいります。 

 

・平成１７営業年度の管理延長は、中央自動車道などを含む計１７道路１，６７３ｋｍ

あり、これに対し、修繕の事業費約１９２億円、維持その他の管理の事業費約７１２

億円を予定しています。 

 

・いつも、お客様に安全と快適を実感していただけるよう、常に良好かつ快適な路線の

維持に努めるとともに、騒音低減効果や雨天時の事故防止効果の高い高機能舗装の整

備や重大事故防止対策として中央分離帯などに設置する強化型防護柵の整備を進めま

す。 

・ 道路構造物の老朽化への対応として、道路構造物の延命化や管理コストの平準化、

ライフサイクルコストの最小化を図るマネジメント手法を早急に導入するなど、更

新時代に対応した効率的・効果的な道路管理に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均１割程度の高速国道料金引き下げのために、日本道路公団が導入した各種割引制

度を引き継ぎ、その上で債務の確実な返済に支障を与えない範囲において、ＥＴＣを

活用した弾力的な料金施策の導入に努めるとともに、ＥＴＣの利用促進を図っていき

ます。 

・平成１５年度から３ヵ年計画で取り組んできたコスト削減計画については、「人件費

単価や人員配置体制の見直し」、「清掃頻度の見直し」など、可能なものは速やかに実

施する方針です。これまで約３割のコスト削減を達成してきましたが、業務内容を更

にきめ細かく見直し、民間企業としての知恵と工夫を駆使し、更なる効率性を追求し

ていきます。 

・これまでは事業を実施することによって直接発生した金額や延長など（アウトプット）

を表す指標を用いて施策や事業の評価を行ってきました。今後は、渋滞の緩和・解消

といった事業の実施により発生する効果や成果（アウトカム）を表す指標を導入する

ことにより、より効果的、効率的な事業執行に努めてまいります。 

 

 

建設後50年以上経過する橋梁数の推移（ＪＨ全体）

0

500
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1,500

2,000
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3,000

3,500

2003年度 2008年度 2013年度 2018年度 2023年度

橋
梁
数

2,952

18 313

1,791
20.3%

12.3%

0.1% 2.1%

 

ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ｺ ｽ ﾄを
比 較 、選定

健 全度  

経 年、 累積 大型 車交 通量 など  

評 価期 間  

補修  

ケー ス１  
補 修頻 度 多 、

補 修費 /回 少  

補 修  

補修  

ケー ス２  
補 修 頻度 少 、

補 修 費 /回 多  

【道路構造物のライフサイクルコスト（イメージ）】 （旧 JH全体） 
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（参考） 

＜道路管理に関する検討中の主なアウトカム指標※１＞ 

 

アウトカム指標 定 義 Ｈ１６年度（実績値） 

本線渋滞損失時間 本線渋滞※２が発生することによる利用者の損失時間※３ 7,674千台・時間／年 

路上工事による車線規制時間 道路１ｋmあたりの路上作業に伴う年間の交通規制時間 87時間／（ｋｍ・年） 

ＥＴＣ利用率 ＥＴＣ導入済み料金所におけるＥＴＣ利用者の割合 36.8％※４ 

死傷事故率 走行車両１億台キロあたりの死傷事故件数※５ 10.0件／億台キロ 

舗装保全率 舗装路面の健全度※６を表す車線の延長比率 88％ 

橋脚補強完了率 
古い基準を適用した橋梁で、耐震補強を必要とする橋脚のう

ち、補強が完了している橋脚基数の割合 
95％ 

利用時間確保率 道路が利用可能な時間※７の比率 99.9％ 

顧客満足度 ＣＳ調査等で把握する維持管理に関するお客様の満足度   3.5※８ （５段階評価） 

※１ 今後、目標値などの設定にあたっては、平成１７年度末までの管理コスト３割削減の状況を踏

まえて設定してまいります。 

※２ 高速道路では、時速40km以下で低速走行あるいは停止・発進を繰り返す車列が1km以上かつ

15分以上継続した状態をいいます。 

※３ 損失時間は、渋滞通過のために生じた遅れ時間を、法定速度と渋滞時の平均走行速度（２５ｋ

m/h）の差で算定した時間と影響台数で積算した年間総損失時間をいいます。 

※４ 平成１７年３月平均利用率を示しています。 

※５ 会社が管理する道路のうち一部は除かれています。また、２つの会社にわたる道路については

走行台キロ比で事故件数を按分しています。 

   死傷事故率は、平成１６年１月～１２月までの年間の事故率を示しています。 

※６ 舗装の健全度とは、概ね５年以内には舗装補修を必要としない状態をいいます。 

※７ 降雨、降雪に因る通行止め（災害、地震等を除く）と、事故や工事による通行止を除く、通行

可能な時間をいいます。 

※８ 東日本・中日本・西日本高速道路㈱の全体平均値です。 
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４．高速道路事業以外の事業の概要   

 

・平成１７営業年度における高速道路事業以外の事業については、「高速道路の休憩所、

給油所等の建設・管理」と「国等の委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等」、

「その他事業」で構成されており、全体で約１３８億円の事業費を予定しています。 

 

 

４．１．高速道路の休憩所、給油所等の建設・管理    

平成１７営業年度の休憩所、給油所などの建設・管理事業については、事業費約１８億

円を予定しています。 

○ＳＡＰＡ事業の方針 

・ 清潔感のあるきれいな店舗で、真心を込めた接客サービスに取り組みます。 

・ お客様ニーズの高い販売商品と飲食メニューの充実に努めます。 

・ 地域色豊かな名産品・特産品を、地元の方々と協力してご提供します。 

 

○事業概要 

・平成１７年度営業年度においては、中央自動車道談合坂サービスエリアなど計１６２

ヵ所の既存サービスエリア・パーキングエリアの適正な管理を実施するために事業費

約１８億円を予定しています。 

 

 

４．２．国などの委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等    

平成１７営業年度の国などの委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等事業につい

ては、事業費約１１９億円を予定しています。 
 
・平成１７営業年度の国などの委託に基づく道路の新設は、近畿自動車道紀勢線２１ｋ

ｍ（尾鷲北～紀伊長島）の新設（新直轄方式）や関係機関との事業調整により会社で

受託する工事（※５）など、事業計画として約１１９億円を予定しています。 
 

（※５）「高速自動車国道近畿自動車道名古屋関線及び第二東海自動車道名古屋線、一般国道３０２号並びに名古屋

市道等が相互に関連する部分の建設工事の施行に関する細目協定」に基づく工事 など 

 

 

４．３．その他の事業 

平成１７営業年度のその他の事業については、事業費約４９００万円を予定していま

す。 

 
・平成１７営業年度のその他の事業計画は、既存事業として金沢のトラックターミナル

事業１ヵ所、また新規事業としては、占用施設活用事業（高架下の駐車場や倉庫など）

とＷｅｂサイトなどを活用した広告事業で、約４９００万円の事業費を予定しています。 
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５．事業計画概要一覧表 

 

○高速道路事業 

事業区分 事業の概要（実施の方法・事業量） 所要資金の額 

高速道路の新設、改築 

 

東海北陸自動車道など計１２道路５２６ｋｍの新設 

（このうち、近畿自動車道尾鷲勢和線（大宮大台～勢和

多気）１３．４ｋｍを平成１７年度供用予定） 

東海北陸自動車道１８ｋｍの改築 

２，７９２ 

高速道路の維持、修繕、災害復旧

その他の管理 

中央自動車道など計１７道路１，６７３㎞の維持、修繕

等 
９０４ 

高速道路株式会社法第五条第２項

に規定された以外の高速道路にお

ける新設、改築 

 

―  

高速道路株式会社法第五条 第２

項に規定された以外の 高速道路

における維持、修繕、災害復旧等 

 

―  

合計Ａ（道路事業）  ３，６９６  

 

○高速道路以外の事業 

 

合計（Ａ＋Ｂ）（全事業）  ３，８３４ 

事業区分 事業の概要（実施の方法・事業量） 所要資金の額 

高速道路の休憩所、給油所

等の建設・管理 

 

中央自動車道談合坂サービスエリアなど計１６２箇所のサー

ビスエリア・パーキングエリアの管理 １８ 

国、地方公共団体等の委託

に基づく道路の新設、改

築、維持、修繕等 

近畿自動車道の新設に関する受託工事、「平成１７年度高速自動

車国道近畿自動車道名古屋関線及び第二東海自動車道横浜名古

屋線並びに一般国道３０２号（名古屋南～高針）建設（その８）

工事」に基づく受託工事ほか 

１１９ 

高速道路株式会社法第五

条 第２項に規定された以

外の高速道路の休憩所、給

油所等の建設・管理 

 

 

―  

その他の事業 

 

トラックターミナル事業１箇所（金沢）、占用施設活用事業、広

告事業 
０.５ 

合計Ｂ（道路事業以外）     １３８ 
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６．資金計画書 

 
平成１７営業年度の資金計画書は下記のとおりです。 

金額 科 目 
合計 高速道路事業 高速道路事業以外 

収入の部 
    前期繰越金 
    高速道路事業営業収入 
   道路料金収入 
    関連事業営業収入 

ＳＡ・ＰＡ事業収入 
その他の事業収入 
受託事業収入 

    社債・借入金 
   政府保証債 

政府からの無利子借入金 
機構からの無利子借入金 
自主調達資金 

    その他収入 

 
８９９ 

２，８０７ 
２，８０７ 

１５５ 
３５ 
１ 

１１９ 
２，７９１ 
２，０３７ 

 
 

７５４ 
 

 
８９９ 

２，８０７ 
２，８０７ 

 
 
 
 

２，７９１ 
２，０３７ 

 
 

７５４ 
 

 
 
 
 

１５５ 
３５ 
１ 

１１９ 
 
 
 
 
 
 

合  計 ６，６５２ ６，４９７ １５５ 
支出の部 
    高速道路建設費 
   新設・改築費 
   一般管理費 
   支払利息等 

高速道路営業管理費 
 修繕費 
維持管理費 
 業務管理費 
 その他管理費 
一般管理費 

   支払利息等 
道路資産賃借料 

    関連事業営業費 
ＳＡ・ＰＡ事業営業費 
その他の事業営業費 
受託事業営業費 

    社債等償還金 
    次期繰越金 

 
２，７９２ 
２，６７２ 

７４ 
４６ 
９０４ 
１９２ 
３３５ 
２４４ 
１６ 
１１１ 
６ 

１，７７６ 
１３８ 
１８ 
０ 

１１９ 
２１ 

１，０２１ 

 
２，７９２ 
２，６７２ 

７４ 
４６ 

９０４ 
１９２ 
３３５ 
２４４ 
１６ 

１１１ 
６ 

１，７７６ 
 
 
 
 

１４ 
１，０１１ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３８ 
１８ 
０ 

１１９ 
７ 
１０ 

合 計 ６，６５２ ６，４９７ １５５ 

単位：億円 

※端数処理の関係により合計が合わない場合があります。 
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７．収支予算書 

 

平成１７営業年度の収支予算書は下記のとおりです。 

※端数処理の関係により合計が合わない場合があります。 

 

金額 科 目 

合計 高速道路事業 高速道路事業以外 

経常損益の部 

 （営業損益の部） 

  Ⅰ．高速道路事業営業損益 

    １．営業収益 

           料金収入 

           道路資産完成高 

           その他の売上高 

    ２．営業費用 

           道路資産賃借料   

           道路資産完成原価 

           管理費用 

           高速道路営業利益 

  Ⅱ．関連事業営業損益 

１． 営業収益 

ＳＡ・ＰＡ事業収益 

その他の事業収益 

受託事業営業収益 

    ２．営業費用 

ＳＡ・ＰＡ事業営業費 

その他の事業営業費 

受託事業営業費 

関連事業営業利益 

全事業営業利益 

 （営業外損益の部） 

    １．営業外収益 

    ２．営業外費用 

       経常利益 

特別損益の部 

    １．特別利益 

    ２．特別損失 

       税引前当期純利益 

       法人税、住民税及び事業税 

       法人税等調整額 

       当期純利益        

 

 

 

３，２５５ 

２，８９１ 

３６４ 

 

３，２４９ 

２，０２９ 

３６４ 

８５６ 

６ 

 

２８６ 

３４ 

１ 

２５１ 

２７２ 

２０ 

０ 

２５２ 

１４ 

２０ 

 

 

７ 

１３ 

 

０ 

０ 

１３ 

５ 

０ 

８ 

 

 

 

３，２５５ 

２，８９１ 

３６４ 

 

３，２４９ 

２，０２９ 

３６４ 

８５６ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

０ 

 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８６ 

３４ 

１ 

２５１ 

２７２ 

２０ 

０ 

２５２ 

１４ 

１４ 

 

 

２ 

１３ 

 

０ 

０ 

１３ 

５ 

０ 

８ 

単位：億円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参－１ 中日本高速道路株式会社 概要 

 

 

 

参－２ 中日本高速道路株式会社 道路網図 

 

 

 

参－３ 供用区間概要 

・近畿自動車道紀勢線 大宮大台～勢和多気ＪＣＴ 

 

 

 

 

 

参 考 資 料 



中日本高速道路株式会社 概要 

 

◎組 織 概 要 

商 号：中日本高速道路株式会社 

        （Central Nippon Expressway Company Limited） 

代 表 者：代表取締役会長   近藤  剛 

               代表取締役社長   高橋 文雄 

従 業 員 数：２，３００人 

本 社 所 在 地：名古屋市中区錦２丁目１８番１９号 

資 本 金：６５０億円 

設 立 年 月 日：平成１７年１０月１日 

目 的：高速道路の新設、改築、維持、修繕その他の管理を効率的に行う

こと等により、道路交通の円滑化を図り、もって国民経済の健全な

発展と国民生活の向上に寄与する 

 

 

◎役 員 紹 介 

代表取締役会長    近藤  剛       監 査 役  石塚 博司 

代表取締役社長    高橋 文雄      監 査 役  川口 文夫 

専務取締役      山本 正明      監 査 役  高橋 達治 

常務取締役      別府 正之助 

常務取締役      原田  裕 

 

 

◎事業データ 

項  目  備 考 

営業延長［ｋｍ］ 1,673 H17.10.1現在 

利用台数［万台／日］ 160 H16年度実績 

営業収入［億円］ 6,400 H16年度実績 

建設延長［ｋｍ］ 526 H17.10.1現在 

SA(サービスエリア) 48 H17.10.1現在、上下線別 

PA(パーキングエリア) 114 H17.10.1現在、上下線別 

施設数 

［箇所］ 

   合 計 162 H17.10.1現在、上下線別 

休憩施設 

売上高［億円］ 1,300 H16年度実績 

 

 

 

 参－１ 



参
－
２

八王子バイパス

中部縦貫自動車道

西富士道路
東海環状自動車道

伊勢湾岸道路

西湘バイパス

新湘南バイパス

小田原厚木道路

首都圏中央連絡自動車道

（安房峠道路）

第二東海自動車道

東名高速道路

中央自動車道東海北陸自動車道

北陸自動車道

名神高速道路

伊勢自動車道

中部横断自動車道

東名阪自動車道

中日本高速道路株式会社　道路網図

東富士五湖道路

全国路線網（高速自動車国道）

全国路線網（一般有料道路：ネットワーク型）

一の路線　 （一般有料道路：バイパス型）

【凡例】

箱根新道

伊勢湾岸自動車道

近畿自動車道
名古屋神戸線

長野自動車道

近畿自動車道　敦賀線

営業中 事業中



 

近畿自動車道 紀勢線（大宮大台
おおみやおおだい

 ～勢和
せ い わ

多気
た き

ＪＣＴ） 

 

○ 開通区間       三重県多気
た き

郡勢和
せ い わ

村から 

三重県多気
た き

郡大台
おおだい

町まで 

 

○ 延長         １３．４ｋｍ 

 

○ 幅員及び車線数    ３．５ｍ×２車線 

 

○設計速度              ８０ｋｍ／ｈ 

 

○ インターチェンジ １箇所 

    大宮大台
おおみやおおだい

ＩＣ    三重県多気郡大台町（一般国道４２号に連結） 

   

※ 工事中の施設名称は、仮称である。 

 

 

 

参－３ 

供 用 区 間 概 要 

なお、勢和多気ＩＣ（既設）は、延伸に伴い形状変更している。 

※ ※ 

平成１７年度開通予定区間工事中区間

既開通区間１３．４ｋｍ

※

※ 

※ 

※ 




